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如
浄
語
録
、
続
語
録
等
に
よ
つ
て
、
如
浄
禅
師
に
み
ら
る
る
如
来
蔵

思
想
、
仏
性
思
想
を
概
観
し
て
み
た
い
と
思
う
。
如
来
蔵
思
想
は
周
知

の
如
く
、

如
来
性
を
煩
悩

の
黒
雲
で
つ
つ
む
如
来
蔵
と
如
来
性
を
つ
つ

ん
で
い
る
煩
悩
蔵
と
こ
の
煩
悩
蔵
を
断
じ
て
如
来
蔵
の
如
来
性
を
顕
現

す
る
断
道

と
こ
の
三
つ
の
も
の
か
ら
成
立
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
ゆ
而

し
て
こ
の
如
来
蔵
と
仏
性
と
を
比

べ
て
み
る
と
仏
性
が
成
仏
の
因
果
的

な
考
え

で
あ
る
の
に
対
し
て
如
来
蔵
は
如
来
性

の
隠
顕
の
考
え
が
主
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
如
浄
禅
師
に
み
ら
る
る
如
来
蔵
を
予
め
結
論
的
に
云

え
ば
、
禅
師
に
は
如
来
蔵
、
煩
悩
蔵
等

の
用
語
に
よ
る

一
般
的
意
味
の

如
来
蔵

は
見
出
さ
れ
な
い
。
只
如
来
蔵
性
の
も
の
や
煩
悩
蔵
性

の
も
の

に
よ
る
如
来
蔵
思
想
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
る
。
次
に
仏
性

思
想
で
あ
る
が
、
如
浄
禅
師
に
み
ら
る
る
も

の
は
極

め
て
僅
か
で
あ

る
。
後

で
述
べ
る
通
り
、
時
節
因
縁
仏
性
義
や
趙
州
狗
子
仏
性
無
の
語

等
に
す
ぎ
な
い
。
如
浄
禅
師
に
み
ら
る
る
如
来
蔵
思
想
、
仏
想
思
想
は

概
括
的
に
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
以
下
順
を
追

つ
て
之
を
概
観
し

た
い
と
思
う
。

ま
ず
如
来
蔵
思
想
関
係
の
も
の
で
あ
る
が
、
如
来
蔵
の
如
来
性
的
の

も
の
を
み
れ
ば
、

一
、
諸
方
道
旧
至
上
堂
、
大
道
無
門
、
諸
方
頂
額
上
跳
出
、
虚
空
絶

路
、
清
涼
鼻
孔
裡
入
来
、
懲
磨
相
見
、
濯
曇
賊
種
、
臨
済
禍
胎
。

二
、
謝
縁
西
堂
上
堂
、
梅
花
清
暁
香
、
欄
漫
而
借
功
、
柳
線
早
春
濃

日
喧
而
転
位
、
移
移
和
和
分
、
主
賓
妙
叶
、
破
破
摯
摯
分
、
偏
正
全

該
。

三
、
無
賓
主
話
勘
破
趙
州
、
錐
然
、
擬
帰
暖
処
、
箭
過
燭
縷
。

四
、
歳
朝
上
堂
、
天
得

一
以
清
、
元
正
啓
詐
、
地
得
一
以
寧
、
万
物
成

新
。

五
、
仏
祖
同
根
、
寂
然
不
動
、
乾
坤
合
徳
、
感
而
遂
通
。

六
、
談
玄
説
妙
太
無
端
、
切
忌
拮
花
自
熱
隔
。

七
、
秋
風
清
秋
月
明
、
大
地
山
河
露
眼
晴
ゆ

八
、
一
人
発
真
帰
源
、
乞
児
打
破
飯
椀
。
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二

九
、

心
中
宝
珠
。

等
が
み
ら
る
る
が
、

一
、
の
大
道
無
門
、
虚
空
絶
路
の
大
道
、

虚
空
等

は
如
来
蔵

の
如
来
性
的
の
も
の
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
賊
種
、

禍
胎
等

は
法
見
、
法
縛
と
し
て
の
煩
悩
性
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、

の
梅
花
、
柳
線
や
主
賓
妙
叶
、
偏
正
全
該
等
は
如
来
性
を
意
味
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
三
、

の
無
賓
主
、
四
、
の
天
得

一
、
地
得

一

の

一
等
も
亦
如
来
性
的
意
味
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
、

の
仏
祖
同
根
寂

然
不
動
、

乾
坤
合
徳
感
而
遂
通
は
全
体
と
し
て
如
来
性
の
動
き
と
い
え

よ
う
。
六
、

の
玄
妙
は
如
来
性
、
熱
隔
は
さ
き
と
同
じ
意
味
で
の
煩
悩

性
、
七
、

の
秋
風
、
秋
月
、
眼
晴
等
み
な
如
来
性
と
み
る
こ
と
が
出
来

る
で
あ
ろ
う
。
八
、
の
真
、

源
も
亦
如
来
性

を
表

わ
す
も

の
で
あ

ろ

う
。
以
上
は
如
浄
語
録
に
見
ら
る
る
如
来
蔵
思

想
的

の
も

の
で
あ

る

が
、
九
、

の
心
中
宝
珠
は
続
語
録
に
み
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
宝

珠
の
如
来
性
的
喩
説
は
如
来
蔵
説
の
場
合
に
は
よ
く
み
ら
る
る
も
の
で

あ
る
か
ら

こ
れ
ら
は

一
般
的
意
味
の
如
来
蔵
思
想
を
表
現
す
る
も
の
と

い
え
る
。

以
上
は
如
来
蔵

の
如
来
性
を
主
と
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
そ
の
如
来
性
を
禅
的
用
語
を
用
い
て
表
現
し
た
も

の
と
み

ら
れ
る
。
次
に
如
来
蔵
に
対
す
る
煩
悩
蔵
、
或
は
煩
悩
蔵
性
の
も
の
を

み
る
に
、

一
、
指
仏
殿
、
開
殿
見
仏
、
眼
中
毒
刺
、
咄
抜
却
刺
、
礼
拝
焼
香
、

顛

倒
鈍
置
。

二
、
請
首
座
上
堂
、
抜
断
毒
=馳
尾
巴
、
穿
住

黒
牛
鼻
孔
虚
空
背

上
索

来
、
大
地
六
番
震
動
。

三
、
指
山
門
、

不
曾
動
歩
上
天
台
、
金
鎖
玄
関
尽
舘
開
。

等
が
み
ら
る
る
が

一
、
に
於
て
は
開
殿
見
仏
、

礼
拝
焼
香
を
眼
中
毒

刺
、
顛
倒
鈍
置
と
し
て

一
般
か
ら

い
え
ぱ
開
殿
見
仏
、
礼
拝
焼
香
と
い

う
が
如
き
宗
教
的
に
尊

い
も

の
を
仏
見
法
見
、

仏
縛
法
縛
の
立
場
か
ら

眼
中
毒
刺
、
顛
倒
鈍
置
と
し
て
煩
悩
性

の
も
の
と
し
て
之
を
退
け
る
の

で
あ
る
。
二
、
は
請
首
座
の
法
語

で
あ
る
が
そ
の
中
の
毒
地
尾
巴
の
如

き
は
煩
悩
蔵
性
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
断
道
も

一
寸
現
れ
て
抜

断
の
語
句
等
も
み
ら
れ
る
。
三
、
も
よ
く
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
が
金

鎖
玄
関
等
煩
悩
性
の
も
の
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
し
従

つ
て

舘
開
の
断
道
も
出
る
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
開
殿
見
仏
礼
拝
焼
香

や
金
鎖
玄
関
等
仏
教
の
究
極
の
立
場
に
立
つ
て
そ
の
未
至
の
も
の
や
残

澤
の
如
き
も
の
は
、
般
若
仏
教
に
於
て
纏
処
界

の
三
科
も
十
二
因
縁
も

四
諦
も
そ
の
他

一
切
仏
縛
法
縛
と
し
て
空
無
さ
る
る
如
く
、
煩
悩
性
の

も
の
と
し
て
断
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
煩
悩
蔵
を
断
じ
て
如
来
蔵

の
如
来
性
を
顕
現
す
る
も
の
と
し
て
左
の
如
き
種

々
が
あ
る
。

一
、
開
炉
上
堂
、
只
箇
柴
頭
爆
火
種
…
…
直

戴
超
宗
処
炉
与
柴
頭
尽
底

無
。

右
の
上
堂
の
法
語
等
は
如
来
蔵
思
想
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る

で
あ
ろ
う
。
柴
頭
に
火
種
を
う
ず
み
び
す
る
と
い
う
よ
う
な
簡
単
に
云

え
ぱ
火
と
火
種
と
い
つ
た
よ
う
な
考
え
が
み
ら
れ
る
。
柴
と
火
に
類
し

た
問
答
は
他
に
も
み
ら
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
如
来
蔵
と
如
来
性
、
而
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し
て
如
来
性
の
顕
現
の
仕
方
は

一
般
と
は
少
し
異
な
る
が
結
局
は
そ
の

現
れ
で
あ

る
。

二
、
上
堂
、
三
分
光
陰
二
早
過
、
遅
日
江
山
麗
、
霊
台

一
点
不
楷
磨
、

春
風
花
草
香
、
食
生
逐
日
区
区
去
、
泥
融
飛
燕
子
、
喚
不
回
頭
争
奈

何
、
沙
暖
睡
鴛
鳶
、

霊
台
、
食
生
逐
日
、
喚
不
回
頭
等
如
来
性
や
煩
悩

蔵
、
断
道

の
境
界
等
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
四
月

八
日
上
堂
、
雲
開
山
嶽
露
、
雨
過
色
新
鮮
、

四
、
中
秋
上
堂
、
雲
散
秋
空
、
即
心
見
月
、
家
家
門
前
照
明
月
、
処
処

行
人
共
明
月

諸
方
禅
を
説
き
、
清
涼
は
詩
を
念
う
と
い
わ
れ
る
通
り
の
如
浄
禅
師
で

あ
る
か
ら
説
か
る
る
こ
と
が
詩
的
で
あ

つ
て
、
仲

々
難
解
で
は
あ
る
が

そ
こ
か
ら
宗
教
的
、
思
想
的
な
も
の
と
し
て
受
取
れ
ば
、
山
嶽
や
雲
新

鮮
な
色
や
雨
、
開
や
過
と
か
月
や
雲
等
如
来
性
や
煩
悩
、
断
道
等
と
意

味
づ
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
騒
八
上
堂
、
六
年
落
草
野
狐
精
、
跳
出
渾
身
是
葛
藤
、
打
失
眼
晴

無
覚
処
、

読
人
剛
道
悟
明
星
。

騰
八
上
堂

の
法
語

で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
落
草
野
狐
精
と

か
渾
身
是
葛
藤
等

の
煩
悩
蔵

の
人
門
が
出
さ
れ
、
跳
出
、
打
失
眼
晴
等

の
断
道
、

無
覚
処
等
如
来
性
が
出
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
的
体
験
の
経
過

的
説
明
と
し
て
こ
の
思
想
は
ご
く
自
然
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
冬
至

上
堂
、
昨
日

一
線
短
、
今
朝

一
線
長
、
針
眼
裡
過
、
尺
寸
上

量
、
短
長
蕎
劉
断
、

巧
誘
出
鴛
鴛
、
還
見
我
見
人
見
衆
生
見
寿
者
見
最

親
見
、

七
、
十
月
朔

一
書
記
至
上
堂
、
二
由

一
有
、

一
亦
放
下
撃
払
子

一
下
、

云
、
然
後
向
者
裡
拮
起
、
謂
之
納
僧
火
柴
頭
、

六
、

の
長
短
等
の
相
対
、
短
長
碁
劉
断
等
煩
悩
、
断
道
等

で
あ
ろ
う

し
、
七
、

の
二

一
の
相
対
や

一
亦
放
下
等
六
、

と
同
じ
意
味

の
も
の
で

あ
ろ
う
。

八
、
謝
知
事
上
堂
、
打
破
黒
漆
桶
、
十
方
空
舘
翻
、

九
、
忽
然
爆
破
漆
桶
、
舘
如
雲
散
秋
天

黒
漆
桶
を
打
破
す
る
こ
と
は
何
回
も
如
浄
禅
師

の
と
か
か
る

と
こ
ろ

で
、
黒
漆
桶
を
打
破
し
た
断
道
後
の
如
来
性
で
の
生
活
は
十
方
空
諮
諮

と
か
翻
た
る
こ
と
雲
の
秋
天
に
散
ず
る
が
如
し
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

十
、
戴
断
千
差
、
単
提

一
著
、
那
辺
放
下
亀
毛
、
者
裡
拮
起
兎
角

千
差
、
戴
断
千
差
等
通
途
の
通
り
で
あ
る
が
那
辺
放
下
亀
毛
、
者
裡
拮

起
兎
角
の
亀
毛
、
兎
角
等
仏
教

一
般

の
語
句
が
出
て
く
る
こ
と
は
珍
ら

し
い
。

十

一
、
手
欄
馬
厩
、

一
拶
透
関
、
翻
開
宇
宙
、

宇
宙
、
手
欄
馬
厩
、
透
関
、
舘
開
等

い
つ
も
の
通
り
で
あ
る
。

十
二
、
打
破
虚
空
笑
不
休
、
大
家
徹
底
験
贅
頭
、

十
三
、
眼
裡
抽
釘
脳
後
抜
箭
、
本
来
無
象
通
機
変

同
じ
虚
空
に
し
て
も
如
来
性
と
し
て
の
虚
空
も
あ
り
煩
悩
蔵
と
し
て
の

虚
空
も
あ
る
。
そ
の
虚
空
や
十
三
、

の
釘
、
箭
等
打
破
、
抜
抽
さ
る
べ
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四

き
も
の
、

そ
の
断
の
上
に
立
つ
て
本
来
無
象

の
境
涯
に
あ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

十
四
、
有

間
有
答
、
尿
尿
狼
籍
、
無
間
無
答
、
雷
震
震
霧
、
於
此
、
眉

毛
慶
快
、

鼻
孔
軒
昂
、
直
得
、
太
地
平
沈
、
虚
空
遊
裂
、

心
念
紛
飛
、

如
何
措
手
、

法
見
法
縛

的
な
表
現
で
あ
る
が
、
い
う
な
れ
ば
第

一
義
諦
に
立
つ
て
如

来
蔵
思
想
的
に
表
現
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
煩
悩
蔵
を
断
じ
て
如
来
蔵
の
如
来
性
を
顕
現
す
る
種
類
の
も
の

と
思
わ
れ
る
も
の
を
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
以
上
の
諸
例
で
明
ら
か
な

る
如
く
仏
教
的
禅
的
宗
教
体
験
を
如
浄
禅
師
独
特
の
詩
の
形
に
於
て
而

も
多
く
喩
説
を
用
い
て
如
来
蔵
思
想
的
に
説
き
明
か
し
て
お
ら
れ
る
の

を
み
る

の
で
あ
る
。

以
上
如
来
蔵
、

煩
悩
蔵
、
断
煩
悩
蔵
顕
如
来
蔵
の
順
序
で
如
来
蔵
思

想
的
と
考

え
ら
れ
る
も
の
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、
前
に
も

一
言
し

た
通
り
、

如
来
蔵
性
的

の
も
の
、
煩
悩
蔵
性
的
の
も
の
即
ち
如
来
蔵
思

想
的
の
も

の
で
あ
つ
て

一
般
的
形
態

の
如
来
蔵
思
想
で
な
く
、
強
い
て

い
え
ば
如
来
蔵
思
想
的

の
も
の
ど
で
も
い
う

こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ

う
。

二

仏
性
思
想
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
時
節
因

縁
仏
性
義

と
趙
州
狗
子
仏
性
無
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
先
ず
時
節
因
縁
仏
性

義
は
続
語
録
に
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
、

時
節
因
縁
仏
性
義
、
共
移
霊
樟
渡
頭
舟
、
玉
麟
帯
月
離
雲
漢
、
金
鳳
衙

花
下
彩
楼

仏
性
の
時
節
因
縁
義
と
で
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
浬
梨

経
が
す
べ
て
の
も
の
の
本
質
基
盤
的
動
き
を
仏
性
を
以
て
み
て
い
る
の

と
阿
じ
意
味
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
共
に
霊
樟
を
移
し
て
頭
舟
を
渡
り
、

玉
麟
月
を
帯
し
て
雲
漢
を
離
れ
、
金
鳳
花
を
街

ん
で
彩
楼
に
下
る
と
い

う
が
如
き
仏
性
の
時
節
因
縁
義
と
解
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

は

一
般
に
云
わ
る
る
如
き
成
仏
の
因
と
し
て
の
仏
性
義

で
な
く
果
上
に

見
ら
れ
た
仏
性
義
で
あ
ろ
う
。
如
浄
禅
師
の
お
弟
子
で
あ
る
道
元
禅
師

も
正
法
眼
蔵
仏
性
の
巻
で
仏
性
義
を
詳
説
さ
れ
る
が
之
も
根
本
的
に
は

現
成
の
思
想
に
立

つ
果
上
の
仏
性
義
で
そ
の
仏
性
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
証
の
義
で
あ
り
証
の
い
ろ
い
ろ
の
動
き
で
あ

る
が
如
浄
禅
師
に
於
て

も
根
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
趙
州
狗
子
仏
性
無
で
あ
る
が
、

趙
州
狗
子
仏
性
無
、
只
箇
無
字
鉄
掃
帯
、
掃
処

紛
飛
多
、
紛
飛
多

処

掃
、
転
掃
転
多
、
掃
不
得
処
撞
命
掃
昼
夜
竪
起

背
梁
、
勇
猛
切
莫
放

倒
、
忽
然
掃
破
太
虚
空
、

万
別
千
差
尽
舘
通

か
く
の
如
く
趙
州
狗
子
仏
性
無
の
無
字
の
公
案

で
あ
る
。
こ
の
無
字
の

鉄
掃
で
帯
く
わ
け
で
あ
る
が
、
掃
処
は
紛
飛
多

い
の
で
あ
り
、
そ
の
紛

飛
多
い
処
を
掃
く
に
転
た
掃
け
ば
紛
飛
転
た
多

い
掃
不
得
の
処
を
命
を

擁
て
る
覚
悟
で
掃
き
、
昼
夜
背
梁
を
竪
起
し
て
坐
禅
し
勇
猛
に
し
て
切
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に
放
倒
し
な
け
れ
ば
忽
然
太
虚
空
を
掃
破
し
無
字
の
公
案
が
通
り
万
別

千
差

の
世
界
が
翻
通
す
る
こ
と
に
な
る
無
字
の
公
案
の
宗
教
体
験
的
経

過
的
説
示
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
仏
性
思
想
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
之
を

使

つ
た
無
字
の
公
案
で
あ
る
。
さ
き
に
大
慧
、
宏
智
両
禅
師
の
狗
子
仏

性

の
話
を

み
た
が
、
宏
智
禅
師
は
狗
子
仏
性
有
、
無
で
所
謂
仏
性
話
で

あ

つ
た
の
に
対
し
、
大
慧
禅
師
は
狗
子
仏
性
無

で
無

の
公
案

で
あ

つ

た
。
如
浄
禅
師
の
こ
こ
に
出
さ
れ
る
狗
子
仏
性
無
は
大
慧
禅
師
と
同
じ

く
無
字
の
公
案
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
仏
性
思
想
に
つ
い
て
は
時
節
因
縁
仏
性
義
や
狗
子
仏
性

無
等

で
あ
る
が
後
者
は
仏
性
思
想
と
は
い
い
が
た
い
の
で
仏
性
思
想
と

し
て
は
前
者

の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

如
浄
語
録
、
続
語
録
等
に
み
ら
る
る
如
浄
禅
師
の
如
来
蔵
思
想
、
仏

性
思
想
は
大
体
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

一

三

如
浄
禅
師
を
伝
え
る
も
の
は
そ
の
語
録
や
続
語
録
で
あ
る
が
そ
の
他
に

道
元
禅
師
に
よ
つ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
即
ち
道
元
禅
師
の
撰
述
の

中
に
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
正
法
眼
蔵
を
み
る
と
そ
の
九
十
五
巻
中

如
浄
禅
師

の
こ
と
の
出
て
く
る
も
の
が
二
十
七
巻
位
あ
り
、

そ
の
出
る

度
数
は
重

複
等
を
考
え
て
も
四
十
箇
処
以
上
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
出
る

も
の
は
そ

の
語
録
等
に
み
ら
る
る
も
の
が
約
半
数
位
、
語
録
等
に
み
ら

れ
ず
眼
蔵

に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
約
半
数
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
而
し
て
こ
の
後
者
の
内
容
を
な
す
も
の
は

ー
、
坐

禅
や
坐
禅

の
生
活
に
つ
い
て
の
教
え
。

2
、
如
浄
禅
師
と
道
元
禅
師
の
両
禅
師
間

の
み
の
こ
と
、
例
え
ば
面
授
嗣
法
の
こ
と
、
参
学
了
畢
の
こ
と
、
正
伝

の
こ
と
即
ち
如
浄
禅
師
か
ら
道
元
禅
師

へ
の
問
題
や
如
浄
禅
師
の
道
元

禅
師
の
み

へ
の
説
示
、
又
道
元
禅
師
の
み
ら
れ
た
如
浄
禅
師
め
宗
教
生

活
、
行
持
ど
で
も
い
わ
れ
る
も
の
。
2
、
如
浄
禅
師
の
当
代

へ
の
、
或

は
広
く
宋
朝
禅

一
般

へ
の
批
判
と
い
う
が
如
き
も

の
等
で
あ
ろ
う
。
而

し
て
こ
の
道
元
禅
師
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
中
に
も
さ
き
と
同
じ
よ
う

に
そ
の
如
来
蔵
、
仏
性
等

の
一
般
的
な
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
断
道
的

な
も
の
と
か
如
来
性
裡
の
も
の
と
か
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て

こ
の
場
合
は
道
元
禅
師
を
通
し
て
み
ら
れ
た
如
浄
禅
師
、

如
浄
禅
師

の

い
ろ
い
ろ
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
之
は
語
録
に
も
あ
り
眼
蔵

に
も
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
道
元
禅
師
を
通
し
て
如
浄
禅
師
を
み
る
も

の
と
し
て
適
当
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
眼
蔵
所
出
の
も
の
を
通
し

て
み
る
と
、
而
も
之
は
梅
華
の
巻
に
も
眼
晴
の
巻
に
も
優
曇
華
の
巻
に

も
三
度
も
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
が

「
先
師
古
仏
上
堂
示
衆
云
、
濯
曇

打
失
眼
晴
時
、
雪
裏
梅
華
只

一
枝
、
而
今
到
処
成
荊
棘
、
却
笑
春
風
績

乱
吹
」
之
を
道
元
禅
師
は

「
且
道
す
ら
く
は
、
擢
曇
眼
晴
は
た
だ

一
二

三
の
み
に
あ
ら
ず
。

い
ま
打
失
す
る
は
い
つ
れ

の
眼
晴
な
り

と
か
せ

ん
。
打
出
眼
晴
と
称
す
る
眼
晴
の
あ
る
な
ら
ん
」

と
打
出
眼
晴
を
拮
ぜ

ら
れ
、
「
さ
ら
に
か
く
の
ご
と
く
な
る
な
か
に
雪
裏
梅
華

只

一
枝

な
る

眼
晴
あ
り
。
は
る
に
さ
き
だ
ち
て
は
る
の
こ
こ
ろ
を
漏
泄
す
る
な
り
」
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六

と
華
に
喩
説
し
て
そ
の
宗
教
経
験
的
展
開
を
説
示
さ
れ
る

(眼
晴
の
巻
)

ま
た

「
い
ま
如
来
の
眼
晴
あ
や
ま
り
て
梅
華
と
な
れ
り
。
梅
華
い
ま
弥

論
せ
る
荊
棘
を
な
せ
り
。
如
来

の
眼
晴
に
蔵
身
し
眼
晴
は
梅
華
に
蔵
身

す
。
梅
華
は
荊
棘
に
蔵
身
せ
り
。

い
ま
か

へ
り
て
春
風
を
ふ
く
、
し
か

も
か
く
の
ご
と
く
な
り
と
い
へ
ど
も
梅

華
楽

を
慶
快
す
」
(優
曇
華
の

巻
)
さ
き
の
眼
晴
と
梅
華
が

一
如
さ
れ
て
い
る
。
梅
華
の
巻
に
於

て
は

全
体
的
に
拮
ぜ
ら
れ
る
。
ま
ず
こ
の
上
堂
示
衆

の
法
語
を
う
け
て

「
い

ま
こ
の
古
仏
の
法
輪
を
尽
界

の
最
極
に
転
ず
る

一
切
人
天
の
得
道
の
時

節
な
り
。
」
乃
至
雲
雨
風
水
お
よ
び
艸
木
昆
虫
に
い
た
る
ま
で
も
法
益
を

か
う
ぶ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
,天
地
国
土
も
こ
の
法
輪
に
転
ぜ
ら
れ

て
活
鰺

々
地
な
り
。
未
曾
聞

の
道
を
き
く
と
い
ふ
は
い
ま
の
道
を
聞
著

す
る
を
い
ふ
未
曾
有
を
う
る
と
い
ふ
は
い
ま
の
法
を
得
著
す
る
を
称
す

る
な
り
お
ほ
よ
そ
お
ぼ
ろ
げ
の
福
徳
に
あ
ら
ず
ぱ
見
聞
す
べ
か
ら
ざ
る

法
輪
な
り
」
と
非
常
な
感
激
を
以
て
如
浄
禅
師

の
説
示
を
う
け
と
ら
れ

こ
の
法
輪

法
益
を
大
地
有
情
同
時
成
道
的
な
仏
教
の
根
本
的
基
本
的
受

取
り
方
を
さ
れ
而
し
て
古
仏
の
法
輪
を
尽
界
の
最
極
に
転
ず
…
…
得

道

の
時
節
と
し
て
説
示
し
て
お
ら
れ
る
。
道
元
禅
師
の
拮
提
を
う
け
て
如

浄
禅
師
を
う
か
が
う
と
き
深
く
そ
の
真
意
を
く
む
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。
次

に
法
語

の
拮
提
で
あ
る
が

「雪
裏
の
梅
華
は

一
現
の
曇
華
な

り
…
…
而

今
す
で
に
雪
裏
の
梅
華
ま
さ
し
く
如
来
の
眼
晴
な
り
と
正
伝

し
承
当
す
」
こ
れ
を
拮
じ
て
頂
門
眼
と
し
眼
中
晴
と
す
と
し
て
打
出
眼

晴
と
の

一
如
、
承
当
、
正
伝

の
様
子
を
詳
し
く
説
示
さ
れ
、
尚
す
す
ん
で

「
正
当
任
心歴
時
の
見
取
は
梅
華
只

一
枝
な
り
。
正
当
悠
麿
時
の
道
取
は

雪
裏
梅
華
只

一
枝
な
り
」
と
と
か
れ

「
而
今
の
到
処
は
…
…
梅
華
而
今

の
到
処
な
り
。
而
今
の
現
成
か
く
の
ご
と
く
な
る
成
荊
棘
と
い
ふ
。
大

枝
に
旧
枝
新
枝
の
而
今
あ
り
。
小
条
に
旧
条
新
条

の
到
処
あ
り
云
云
」

と
、
か
く
の
如
く
打
出
眼
晴
、
梅
華
、
而
今
到
処
成
荊
棘
等
の
喩
説
を

以
て
仏
教
の
宗
教
経
験
の
究
極
を
説
示
さ
れ
た
法
語
を
道
元
禅
師
は
仏

教

の
全
体
的
基
本
的
立
場
に
立

つ
て
懇
切
丁
寧
に
拮
提
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

こ
の
盟
曇
打
失
眼
晴
時
の
法
語
は
断
顕
道
の
宗
教
体
験
を
表
わ
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
之
を
取
り
上
げ
道
元
禅
師
の
拮
提
を
通
し
て

そ
れ
を
み
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
は
如
来
性
裡
の
も
の
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
と
思
う
が
諸
法
実
相
の
巻
に
出
て
い
る
も
の
、
之
は
眼
蔵

の
み
に
あ
つ
て
語
録
等
に
は
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
即
ち

「先
師
天

童
古
仏
、
あ
る
夜
間
に
、
方
丈
に
普
説
す
る
に
い
は
く
、
天
童
今
夜
有

牛
児
、
黄
面
雀
曇
拮
実
相

要
買
那
堪
無
定
価

一
声
杜
宇
孤
雲
上

か
く
の
ご
と
く
あ
れ
ば
、
尊
宿
の
仏
道
に
長
ぜ
る
は
実
相
を
い
ふ
。
仏

法
を
し
ら
ず
、
仏
道
の
参
学
な
き
は
実
相
を
い
は
ざ
る
な
り
」
と
し
そ

の
時
の
様
子
を
の
べ
て

「大
宋
宝
慶
二
年
丙
戌
春

三
月
の
こ
ろ
夜
間
や

や
四
更
に
な
り
な
ん
と
す
…
…
ほ

の
か
に
堂
、頭

和
尚

の
法
音
き
こ
ゆ

…
…
満
衆
た
ち
か
さ
な
れ
り
…
…
と

き
に
普
説
あ

り
…
…
大

梅
の
法
常

禅
師
住
山
の
因
縁
…
…
霊

山
釈
迦
牟
尼
仏
の
安
居

の
因
縁
…
…
如

今
春

間
、
不
寒
不
熱
、
好
坐
禅
時
節
也
、
兄
弟
如
何
不
坐
禅
、

か
く
の
ご
と

く
普
説
し
、

い
ま
の
頗
あ
り
」
と
あ
る
が
之
に
よ

つ
て
こ
の
談
実
相
の
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時
節
因
縁
等
が
察
せ
ら
る
る
よ
う
で
あ
る
。
「
こ
の
夜
は
微
月

わ
つ
か

に
楼
閣
よ
り
も
り
き
た
り
杜
鵤
し
き
り
に
な
く
と
い
へ
ど
も
、
静
間

の

夜
な
り
き
」
と
い
わ
る
る
如
き
夜
で
あ

つ
た
よ
う
で
あ
る
が
そ
の
時

の

入
室
話
も

「
杜
鵤
暗
山
竹
裂
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
如
浄
禅
師
が

孤
雲
上
の
杜
宇
の

一
声
に
宗
教
的
感
動
感
激
を
覚
え
無
定
価

の
実
相
を

大
衆
に
説
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
之
を
以
て
み
て
も
如
浄
禅
師
を

は
じ
め
と
し
て
山
門

一
同
不
眠
不
休
坐
禅
し
て
お
ら
れ
た
様
子
が
ま
こ

と
に
随
聞
記
に
説
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
如
来
性
裡
に
行
持
せ

ら
れ
た
様
子
が
よ
く
察
知
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
如
浄
語
録
と
正
法
眼

蔵
の
双
方
に
み
ら
る
る
断
顕
道
を
と
く
と
思
わ
れ
る
崔
曇
打
失
眼
晴
時

の
法
語
と
正
法
眼
蔵
の
み
に
み
ら
る
る
諸
法
実
相
の
巻
に
出
る

一
声
杜

宇
孤
雲
上
の
如
来
性
裡
の
行
持
を
と
く
と
み
ら
る
る
法
語
と
を
討
尋
し

て
道
元
禅
師
の
撰
述
中
に
み
ら
る
る
も
の
に
よ
つ
て
、
道
元
禅
師
を
通

し
て
如
浄
禅
師
を
見
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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